
日野克博（愛媛大学）

卒業生との
つながりとフォローアップ

2024.2.8 愛媛大学教育学部103教室

令和5年度 第8回FD研修会・意見交換会 内容（流れ）

１．テーマ設定の趣旨

2．取り組み事例（アイデア）

3．意見交換

テーマ設定の趣旨

Q．なぜ，卒業生とのつながりを？
なぜ，卒業生のフォローアップを？

＊卒業後の教職キャリアのサポート
＊卒業生からの意見に基づく

教職カリキュラムの見直し

テーマ設定の趣旨

R3答申：『令和の日本型学校教育』を担う
教師の養成・採用・研修等の在り方について

テーマ設定の趣旨

教育学部 アセスメントプラン

テーマ設定の趣旨

教育学部 自己点検・評価活動
（自己点検・評価委員会）

← 令和5年5月 教授会報告

その他

・学部自己点検評価委員会における今後の検討課題

今後，卒業生や就職先関係者からの意見聴取の手法に

ついて，系統的な調査を行えるよう工夫・改善する必要性が

示唆された．



テーマ設定の趣旨

愛媛大学 監事監査（定期監査） 毎年

令和5年 監査事項
（1）今年度開始した対応策の取組内容

（ﾀｲﾊﾞｰｼﾃｨ，DX，広報・情報発信 他）

（2）所掌業務の実施・改善の状況と課題，懸念事項
（ｺｰｽ再編，連携教職課程，高校との連携 他）

（3）ガバナンス体制・内部統制の整備・運用状況
（4）卒業生に対するフォローアップ

（就職後のフォロー，大学へのフィードバック 他）

（5）その他

全学的な取組体制がとられていると思いますが，その下の各部

局における取組実施や独自の試みなどについてお答ください

テーマ設定の趣旨

悩みごと・・・

＊卒業後のつながりをどうすればいいか？
→ 大学のアドレスは使えなくなる
→ 卒業生の連絡先がわからない
→ 数年で勤務先が変わっていく

（住所等…個人情報の取扱い）

＊卒業生からの意見を学部のカリキュラム等
の見直しにどういかしていくか？

→ 組織的な取組にしていくには

（サンヒル）研究室の取組

日野研究室・糸岡研究室
サンヒル（Sun Hill ）研究室（←学生が命名）

← コミュニケーションツールとして

「Slack」アプリを活用

「Slack」の特徴
・無料アプリ（有料版もあるけれど…）
・スマホでもコンピュータでも使える
・操作が簡単
・附属中や教育実習でも利用

Slackの活用

卒業生とつながるために

→ 在学時からつながっておく

→ 卒業後もつながれるようにしておく

→ 卒業生とつながりを保っていく
（こちらからも情報を発信する）

→ 卒業生からの相談に対応する
卒業生にお願いする

Slackの活用 Slackの活用

悩みごと・・・

＊本当につながっているか？
→ どれくらいみてくれているか…
→ 卒業生の状況は十分把握できていない

＊フォローアップになっているか？
→ フォローが必要な人に届くには…
→ どのようなフォローができるのか？

＊授業改善やカリキュラムの見直しに
つなげられているか？


